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【研究背景】溶液プロセスにて、簡便に作製できるハロゲン化鉛ペロブスカイトは、太陽電

池をはじめとする様々な光学デバイスへの応用が期待されている。近年では、ペロブスカイ

トナノ結晶 1及び量子ドット（PeQDs）の作製とその光学特性に関する研究も活発化し、高い
発光量子収率を示すことが明らかになっている 2。さらに、ligand-assisted reprecipitation をベ
ースに反応温度・有機配位子の添加量等の諸条件によるサイズ制御の報告がある 3-5が、幅広

い波長領域で狭半値幅の発光スペクトルを有する PeQDsの作製法は未だ開発段階にある。 
	 本研究では、PeQDs の作製プロセス中において、オストワルド熟成を積極的に利用するこ
とで、PeQDsのナノオーダーでのサイズ制御を達成したので報告する。 
 
【実験】臭化鉛（3.6 mg）と臭化メチルアンモニウム（14.7 mg）を N,N-ジメチルホルムアミ
ド 1 mlに溶かし、オクチルアミン 20 µlとオレイン酸 0.5 mlを添加した。作製した溶液を貧
溶媒であるクロロホルムに注入した後、遠心分離し粗大粒子を取り除いた。上澄みを 50℃で
保持し、オストワルド熟成を促した後、再度、遠心分離し粗大粒子を取り除くことでサイズ

均一な PeQDsを作製した。 
 
【結果】PeQDs 分散液を 2時間保持さ
せることで、PeQDsの形状が正方形から
球形に変化し、そのナノ結晶サイズは

12.1 nmから 7.2 nmまで微小化した（図
1a）。さらに、保持時間 4 hの PeQDs で
は、5.3 nmまで微小化し、量子サイズ効
果であるバンドギャップの増大による

極大発光波長（λPL）の明確なブルーシ

フトを確認した。PeQDsのサイズ減少に
よる発光挙動の変化や実験条件等の詳

細は当日報告する。 
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Fig. 1 (a) TEM images, (b) Photograph, and (c) 

UV-vis / PL spectra of PeQDs dispersions. 

第65回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2018 早稲田大学・西早稲田キャンパス)20a-A204-10 

© 2018年 応用物理学会 11-551 12.3


